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１  は じ め に  

 ( 1 )  一 般 財 団 法 人 調 布 市 市 民 サ ー ビ ス 公 社 を 取 り 巻 く 状 況  

   一 般 財 団 法 人 調 布 市 市 民 サ ー ビ ス 公 社（ 以 下「 公 社 」と い う 。）は ，

平 成 ２ ４ 年 ４ 月 に 調 布 市 （ 以 下 「 市 」 と い う 。） に よ っ て 設 立 さ れ た

法 人 で あ り ， 設 立 か ら １ １ 年 が 経 過 す る 。  

   公 社 は ，市 な ど か ら 受 託 す る 各 種 市 民 サ ー ビ ス 及 び 公 共 施 設 の 管 理

運 営 等 の 事 業 を と お し て ，市 民 雇 用 を 促 進 す る と と も に ，市 民 と の 協

働 を 推 進 す る こ と に よ り ，市 民 サ ー ビ ス の 充 実 を 図 り ，も っ て 地 域 社

会 の 発 展 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 法 人 で あ る 。加 え て ，市 の 監 理

団 体 で あ る こ と か ら ，行 政 を 代 行 ・ 補 完 す る 市 の パ ー ト ナ ー と し て 相

応 し い 法 人 経 営 や 事 業 の 実 施 が 求 め ら れ て い る 。  

   そ の よ う な 中 で ，公 社 の 中 期 的 な 法 人 の 経 営 及 び 事 業 の 方 向 や 目 標

を 示 し た「 第 １ 次 中 期 経 営 目 標 」（ 平 成 ２ ７ 年 度 ～ 平 成 ３ ０ 年 度 ），「 第

２ 次 中 期 経 営 計 画 」（ ２ ０ １ ９ 年 度 ～ ２ ０ ２ ２ 年 度 ） を 順 次 策 定 し ，

現 在 は ，そ の 内 容 を 毎 年 の 事 業 計 画 に 反 映 さ せ な が ら ，経 営 目 標 の 達

成 に 向 け た 取 組 を 推 進 し て い る 。 一 方 ， 市 に お い て は ， 市 民 ニ ー ズ の

多 様 化 ・ 複 雑 化 に 伴 い ，市 行 政 に 対 す る 需 要 が 増 大 し て い る 状 況 に あ

り ，ま た ，令 和 ５ 年 度 か ら は 新 た な 基 本 計 画 に 基 づ く 各 種 施 策 を 推 進

し て い く と し て い る 。 そ の た め ， 公 社 に お い て は ， そ れ ら の こ と を 踏

ま え ，法 人 活 動 の 活 性 化 を 図 り な が ら ，設 立 目 的 の 達 成 を 目 指 し て い

く こ と と 併 せ て ，今 後 も 市 と 連 携 を 密 に 図 り な が ら ，市 の 監 理 団 体 と

し て の 役 割 を こ れ ま で 以 上 に 果 た し て い く 中 で ，市 の 施 策 の 推 進 等 に

も 貢 献 し て い く 必 要 が あ る 。  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 法 人 設 立 後 に お け る 主 な 取 組 等 】  

西暦

2012

2012

2015

2015

2016

2017

2018

2019

2020

2021

2022

2023

市と「災害時における調布市の対応への協力に関する基本協定書」締結

市と「新型コロナウイルス感染症に罹患し自宅で療養する者に対する見守り
支援の協力に関する基本協定書」締結

令和　５年　３月 第３次中期経営計画（令和５年度～令和８年度）策定

平成３１年　３月 第２次中期経営計画（２０１９年度～２０２２年度）策定

令和　２年　３月 自社ホームページ開設（各種計画，決算書，事業概要等公開）

令和　３年　６月

令和　４年　２月

平成２９年　　　 法人形態の方向性整理（一般財団法人を継続）

平成３０年１０月 市と「調布市見守りネットワーク事業協定書」締結

平成２７年　７月 地域若者サポートステーションとの連携開始（職場体験受入）

平成２８年　　　 中学生職場体験事業受入事業所としての協力開始

平成２７年　３月 第1次中期経営目標（平成２７年度～平成３０年度）策定

平成２４年　６月
市議会への経営状況報告開始
　※地方自治法の規定に基づく報告（以降，毎年度実施）

年　月 内　　容

平成２４年　４月
一般財団法人調布市市民サービス公社設立
　※前身の任意団体の事業を継承する法人として設立
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 ( 2 )  第 ２ 次 中 期 経 営 計 画 （ ２ ０ １ ９ 年 度 ～ ２ ０ ２ ２ 年 度 ） の 振 返 り  

   公 社 で は ，令 和 元 年 度 か ら 第 ２ 次 中 期 経 営 計 画 に 基 づ く 取 組 を 推 進

し て お り ， 事 務 局 を 中 心 に ， 理 事 会 ， 評 議 員 会 も 含 め て ， 取 組 状 況 や

課 題 な ど を 共 有 し な が ら ，各 種 取 組 の 着 実 な 推 進 に 向 け た 進 行 管 理 に

努 め て い る 。 ま た ， そ の 取 組 実 績 を 毎 年 度 取 り ま と め ， ホ ー ム ペ ー ジ

で 公 表 す る こ と に よ っ て ， 法 人 と し て の 説 明 責 任 を 果 た し て い る 。  

   第 ２ 次 中 期 経 営 計 画 に 基 づ く 具 体 的 な 取 組 と し て は ，３ つ の 取 組 の

視 点 （「 受 託 事 業 に お け る サ ー ビ ス 向 上 ・ 充 実 ， 効 率 化 の 推 進 」，「 地

域 貢 献 の 推 進 」，「 組 織 の 活 性 化 」） に 基 づ き ， 適 切 な サ ー ビ ス の 提 供

や 受 託 事 業 に お け る 効 率 化 の 推 進 ，市 民 雇 用 の 促 進 や 障 が い 者 に 対 す

る 就 労 機 会 の 提 供 ，公 社 ホ ー ム ペ ー ジ の 開 設 に よ る 情 報 提 供 の 充 実 や

正 規 職 員 に 対 す る Ｏ Ｊ Ｔ 研 修 な ど に 取 り 組 ん で き た 。  

   し か し な が ら ，令 和 元 年 度 か ら の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響

に よ る 市 事 業 の 中 止 な ど に よ り ,目 標 に 掲 げ た 取 組 の 進 捗 に 支 障 を 来

す こ と と な っ た 。新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 防 止 の た め の 緊 急 事

態 宣 言 や ま ん 延 防 止 等 重 点 措 置 へ の 適 切 な 対 応 ，職 員 等 の 罹 患 へ の 備

え・欠 員 対 応 な ど に 事 務 局・施 設 等 で 多 く の 稼 働 を 要 し た こ と に 加 え ，

集 合 研 修 の 制 限 ，職 場 体 験 要 請 の 中 止 ，地 域 と の 連 携 機 会 の 減 少 な ど ，

こ の 間 の 取 組 に 大 き な 逆 風 を 受 け る こ と と な っ た 。  

   令 和 ３ 年 度 末 時 点 （ ３ 年 目 ） で は ， 約 ４ 割 の 取 組 に お い て 目 標 に 到

達 し た 一 方 ，中 断 等 せ ざ る を 得 な い 取 組 も あ り ，い く つ か の 取 組 は 目

標 到 達 ま で ， 厳 し い 見 通 し と な っ て い る 。  

   一 方 ， 公 社 と し て の 特 性 を 生 か し ， コ ロ ナ 禍 に お い て も ， 嘱 託 職 員

等 の 雇 用 を 守 る た め の 国 の 休 業 支 援 金 ・ 給 付 金 の 活 用 や ，新 型 コ ロ ナ

ウ イ ル ス 感 染 症 療 養 者 の 見 守 り 支 援 に 関 す る 協 定 に 基 づ く 自 宅 療 養

者 へ の 食 料 品 等 の 配 布 に 取 り 組 ん だ ほ か ，市 と と も に 施 設 管 理 に 関 す

る 独 自 の 予 約 シ ス テ ム の 開 発 ・ 運 用 や ，施 設 管 理 の ノ ウ ハ ウ を 生 か し

た 災 害 時 の 協 力 協 定 の 締 結 と そ れ に 基 づ く 共 同 訓 練 の 実 施 な ど ，市 の

パ ー ト ナ ー と し て の 取 組 に 尽 力 し て き た 。更 に ，公 社 内 の 業 務 効 率 化

及 び 業 務 改 善 を 目 的 と し て 令 和 ４ 年 度 か ら は ，多 く の 事 業 で 取 り 扱 い

が あ る 使 用 料 等 の 警 送 業 務 に つ い て ，警 備 会 社 へ の 全 面 委 託 か ら ，公

社 職 員 を 中 心 と す る 体 制 に 変 更 し た 。  

   こ の よ う な 中 に あ っ て ，今 後 も 引 き 続 き ，法 人 に 期 待 さ れ る 役 割 を

果 た し な が ら ，設 立 目 的 に 則 っ た 活 動 の 活 性 化 を 図 り ，各 種 取 組 に よ

る 成 果 を 市 民 に 還 元 し て い く こ と が 重 要 で あ る こ と か ら ，こ れ ま で の



3 

 

取 組 を 一 定 程 度 継 続 し つ つ ，現 状 や 新 た な 課 題 へ の 対 応 等 も 含 め ，設

立 目 的 の 達 成 に 向 け た 取 組 を 更 に 充 実 さ せ る 視 点 も 踏 ま え ，令 和 ５ 年

度 以 降 に お い て も ， 事 務 局 ， 理 事 会 ， 評 議 員 会 で 法 人 と し て の 中 期 的

な 目 標 や ビ ジ ョ ン を 共 有 し な が ら ， 計 画 的 な 取 組 を 推 進 し て い く 。  

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 目 標 到 達 が 困 難 な 項 目 の 状 況 】  

・ 1 - 1 研 修 受 講 者 数 に つ い て は ， コ ロ ナ 禍 で の 集 合 研 修 の 実 施 が 難 し く ， 中 止 ・ 縮 小

を 余 儀 な く さ れ た こ と に よ る  

・ 1 - 2  競 争 発 注 率 に つ い て は ， コ ロ ナ 禍 で の 市 民 プ ー ル 開 設 中 止 や 市 営 住 宅 等 リ フ ォ

【 第 ２ 次 中 期 経 営 計 画 （ 実 施 計 画 ） に お け る 取 組 実 績 の 推 移  

（ 令 和 ３ 年 度 末 時 点 ま で ）】  

２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度

利用者満足度 90.0％以上 100％
（市民サービス事業）

中止 100％
（市民サービス事業） ○

研修受講者数 累計120人以上 42人
中止(累計42
人）

14人（累計56
人）

業務見直し件数 累計5件以上 0件 2件(累計2件） 0件(累計2件）

競争発注率 50.0％以上 52.5％ 45.6％ 42.8％

業務の進行管理 進行管理の徹底 進行管理の徹底 進行管理の徹底 進行管理の徹底 ○

公金納付期限の遵

守
納付期限の遵守 納付期限の遵守 納付期限の遵守 納付期限の遵守 ○

検証の仕組みづく

りと取組の定着
検証の取組定着 仕組みの構築 試行実施 試行実施

委員会等の開催回

数
累計30回以上 11回 7回(累計18回)

26回（累計44
回) ○

職員全体の市民雇

用率
86.0％以上 87.2％ 88.3％ 88.1％ ○

事務局勤務を除く

市民雇用率
90.0％以上 89.9％ 91.3％ 90.2％ ○

業務発注件数 累計50件以上 16件
15件（累計31
件）

31件（累計62
件） ○

法定雇用率の遵

守・継続
遵守・継続 遵守・継続 遵守・継続 遵守・継続 ○

市内事業者発注率 87.0％以上 87.2％ 85.6％ 86.0％

協力事業者（市

内）登録数
100社以上 93社 93社 94社

就労体験受入者数 累計60人以上 20人 0人(累計20人）
2人（累計22
人）

就労体験メニュー

数
累計30種類以上 30種類

0種類(累計30種
類）

0種類(累計30種
類） ○

法人基本情報等の

公表
情報提供の充実

独自ホームペー
ジの開設

情報提供の推進 情報提供の推進

受託事業情報の提

供
情報提供・更新 情報提供の推進 情報提供の推進 情報提供の推進

多様な主体との関

係づくり
認知度向上 取組の検討 取組の検討 中断

地域行事等への参

加・協力
累計20回以上 2回 1回（累計3回） 1回（累計4回）

ＯＪＴの推進 スキル継承 OJTの推進 OJTの推進 OJTの推進

ＯＦＦ－ＪＴ受講

回数
累計40回以上 16回 8回(累計24回）

14回(累計38
回）

取組項目 達成指標 目標値
（2022年度末）

実績 目標到

達状況

項目
番号

１－３

受託事業におけ

る適切な事務処

理の推進

１－４
受託事業に関す

る取組の検証

１－１

受託事業におけ

るサービス向

上・充実

１－２
受託事業におけ

る効率化の推進

２－１ 市民雇用の促進

２－２
障がい者の就労

機会の提供

２－３
市内事業者との

連携の推進

２－４
就労体験に関す

る取組の推進

３－３
職員の育成・人

材確保

３－１ 情報提供の推進

３－２
地域や団体等と

の連携



4 

 

ー ム 案 件 の 増 減 等 に よ り 年 度 ご と に 大 き く 変 動 し た  

・ 2 - 3 市 内 事 業 者 発 注 率 に つ い て は ， 自 転 車 等 駐 車 場 事 業 で 機 械 化 が 進 ん だ こ と な ど

に よ り ， シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー な ど へ の 委 託 業 務 の 漸 減 に よ る  

・ 2 - 3  協 力 事 業 者 登 録 数 に つ い て は ， コ ロ ナ 禍 で 公 社 の 事 業 活 動 も 制 約 を 受 け ， 新 た

な 事 業 者 の 受 入 余 地 の 拡 大 に 至 ら な か っ た こ と に よ る  

・ 3 - 2  多 様 な 主 体 と の 関 係 づ く り や 地 域 行 事 等 へ の 参 加 ・ 協 力 に つ い て は ， コ ロ ナ 禍

で の 行 動 制 限 等 で 関 係 づ く り を 進 め る こ と が 難 し か っ た こ と に よ る  

 

( 3 )  中 期 経 営 計 画 策 定 の 流 れ  

   中 期 経 営 計 画 の 策 定 に 当 た っ て は ，以 下 に 示 す と お り ，は じ め に 今

後 に お け る 経 営 課 題 を 踏 ま え た 法 人 の 将 来 像 を 整 理 し ，そ の 実 現 に 向

け た 経 営 目 標 を 定 め た と こ ろ で あ る 。そ の う え で ，経 営 目 標 の 達 成 に

向 け た 具 体 的 な 取 組 の 検 討 に 取 り 組 ん だ 。  
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２  中 期 経 営 計 画 の 全 体 概 要  

( 1 )  中 期 経 営 計 画 の 位 置 付 け  

   中 期 経 営 計 画 は ，公 社 の 設 立 目 的 を 踏 ま え ，中 期 的 な 法 人 の 経 営 目

標 と そ の 達 成 に 向 け た 取 組 内 容 を 示 す も の で あ る 。ま た ，中 期 経 営 計

画 に 位 置 付 け る 取 組 等 に つ い て は ，毎 年 度 策 定 す る 事 業 計 画 に 反 映 さ

せ る 中 で ， よ り 具 体 的 な 取 組 を 位 置 付 け て い く 。  

   な お ，公 社 は 市 の 監 理 団 体 で あ り ，市 と 共 に 市 民 サ ー ビ ス の 向 上 や

充 実 を 図 っ て い く 役 割 が あ る こ と か ら ，中 期 経 営 計 画 は ，市 の 新 基 本

計 画 （ 令 和 ５ （ ２ ０ ２ ３ ） 年 度 ～ 令 和 ８ （ ２ ０ ２ ６ ） 年 度 ） と の 整 合

に 留 意 し た 計 画 と し て い る 。  

   市 の 新 基 本 計 画 は ，新 基 本 構 想 に 掲 げ た ま ち の 将 来 像「 と も に 生 き  

と も に 創 る  彩 り の ま ち 調 布 」の 実 現 に 向 け ，「 共 生 社 会 の 充 実 」，「 人

に や さ し い ま ち 」，「 共 創 の ま ち づ く り 」，「 に ぎ わ い と う る お い の あ る

魅 力 に 満 ち た ま ち 」，「 ゼ ロ カ ー ボ ン シ テ ィ 調 布 の 実 現 」，「 デ ジ タ ル 化 」

を そ の 特 色 と し て ，８ つ の 分 野 別 計 画 に 展 開 さ れ て い る 。公 社 の 中 期

経 営 計 画 で は ，共 生 社 会 の 充 実 に 関 連 し た 取 組 と し て 障 が い 者 の 就 労

支 援 や 各 種 職 場 体 験 な ど を ，安 全 ・ 安 心 に 暮 ら せ る ま ち を つ く る 取 組

と し て 見 守 り や 防 災 の 分 野 で の 協 力 を 位 置 付 け る 。そ の 他 ，市 の デ ジ

タ ル 化 の 取 組 と 連 動 し ，市 民 の 利 便 性 向 上 や 事 務 の 簡 素 化 ・ 効 率 化 の

観 点 か ら デ ジ タ ル 化 の 推 進 を 図 っ て い く 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ２ 次 中 期 経 営 計 画  

（ 2 0 1 9 年 度 ～ 2 0 2 2 年 度 ）  

【 中 期 経 営 計 画 の 位 置 付 け （ イ メ ー ジ ）】  

定 款  

（ 設 立 目 的 ）  

第 ３ 次 中 期経営 計 画  

（ 令 和 ５ 年 度 ～ 令 和 ８ 年 度 ） 

令 和 ５ 年 度  

事 業 計 画  
・ ○ ○ ○ ○ ○  
・ ○ ○ ○ ○  

 

 

令 和 ６ 年 度  

事 業 計 画  
・ ○ ○ ○ ○ ○  
・ ○ ○ ○ ○  
 

 

 

 

令 和 ７ 年 度  

事 業 計 画  
・ ○ ○ ○ ○ ○  
・ ○ ○ ○ ○  
 

令 和 ８ 年 度  

事 業 計 画  
・ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○  

・ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
 

調 布 市  

基 本 計 画  

整 合  

「 調 布 市 に お

け る 監 理 団 体

活 用 の 考 え

方 」  

反 映

反 映  

各 年 度 の 事 業 計 画  

継 承  
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 ( 2 )  第 ３ 次 中 期 経 営 計 画 の 計 画 期 間  

   第 ３ 次 中 期 経 営 計 画 の 計 画 期 間 は ， 市 の 基 本 計 画 （ 令 和 ５ （ ２ ０ ２

３ ） 年 度 ～ 令 和 ８ （ ２ ０ ２ ６ ） 年 度 ） と 同 様 に ， 令 和 ５ （ ２ ０ ２ ３ ）

年 度 か ら 令 和 ８ （ ２ ０ ２ ６ ） 年 度 ま で の ４ 年 間 と し ， 以 後 も 市 の 基 本

計 画 と 同 じ 期 間 で 策 定 し て い く 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

( 3 )  中 期 経 営 計 画 の 構 成  

   中 期 経 営 計 画 は ，計 画 期 間 中 に お け る 様 々 な 取 組 を 通 し て 実 現 を 目

指 す 「 経 営 目 標 」 と ， 経 営 目 標 を 達 成 す る た め の 具 体 的 な 取 組 な ど を

示 す 「 実 施 計 画 （ 個 別 の 取 組 項 目 ）」 で 構 成 す る 。  

 

 

        

【 中 期 経 営 計 画 の 構 成 】  

【 中 期 経 営 計 画 の 計 画 期 間 】  

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０
年度

令和１１
年度

令和１２
年度

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度

市民サービス公社
中期経営計画

【参考】
調布市基本計画

第３次中期経営計画

前期基本計画 後期基本計画

次期中期経営計画

年度
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 ( 4 )  中 期 経 営 計 画 に 関 す る 取 組 の 進 行 管 理  

   ４ 年 間 の 計 画 期 間 に お い て は ，毎 年 度 ，実 施 計 画 に 掲 げ る 取 組 項 目

を 中 心 と し て ，半 期 毎 に 取 組 実 績 等 を 振 り 返 り ，Ｐ Ｄ Ｃ Ａ マ ネ ジ メ ン

ト サ イ ク ル を 活 用 し て ，現 状 や 課 題 の 把 握 ，取 組 内 容 の 修 正 等 を 行 い ，

経 営 目 標 の 達 成 に 向 け た 取 組 の 着 実 な 推 進 に つ な げ て い く 。  

   ま た ， 実 施 計 画 の 取 組 状 況 や 課 題 等 に つ い て は ， 事 務 局 ， 理 事 会 ，

評 議 員 会 の 法 人 全 体 で 共 有 し な が ら ，実 効 性 を 確 保 し た 進 行 管 理 に 努

め て い く 。  

   な お ，毎 年 度 の 取 組 状 況 等 に つ い て は ，法 人 と し て の 説 明 責 任 を 果

た す こ と や 透 明 性 を 確 保 す る 観 点 を 踏 ま え ，こ れ ま で と 同 様 に ，分 か

り や す く 公 表 し て い く 。  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

【 取 組 の 進 行 管 理 】  
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３  中 期 経 営 計 画 の 策 定 に お け る 基 本 的 な 考 え 方  

  現 在 の 第 ２ 次 中 期 経 営 計 画（ ２ ０ １ ９ 年 度 ～ ２ ０ ２ ２ 年 度 ）に お い て

は ， 第 １ 次 中 期 経 営 目 標 （ 平 成 ２ ７ 年 度 ～ 平 成 ３ ０ 年 度 ） の 取 組 実 績 を

踏 ま え ， 受 託 事 業 に お け る サ ー ビ ス 向 上 ・ 充 実 ， 効 率 化 や 市 民 雇 用 の 促

進 ，障 が い 者 の 就 労 支 援 ，情 報 提 供 の 推 進 な ど の 公 社 の 存 在 意 義 を 象 徴

す る 取 組 を 継 続 す る と と も に ，新 た に 受 託 事 業 に お け る 適 切 な 事 務 処 理

の 推 進 ・ 検 証 ， 市 内 事 業 者 と の 連 携 ， 就 労 体 験 の 受 入 を 推 進 し た 他 ， 地

域 や 団 体 等 と の 連 携 ， 職 員 の 育 成 ・ 人 材 確 保 に も 取 り 組 ん で い る 。 第 ３

次 中 期 経 営 計 画 の 策 定 に 当 た っ て は ，引 き 続 き ，以 下 に 示 す 観 点 に 基 づ

き ，こ れ ま で の 中 期 経 営 計 画 に 関 す る 取 組 結 果 を 踏 ま え つ つ ，法 人 と し

て の 更 な る ス テ ッ プ ア ッ プ を 目 指 し て ，「 存 在 意 義 を よ り 高 め て い く 」

こ と を 基 本 と す る 。  

 ( 1 )  公 社 の 設 立 目 的 の 達 成   

   市 か ら の 受 託 事 業 ※ を と お し て ， 市 民 雇 用 や 市 民 と の 協 働 に 取 り 組

む こ と で ， 市 民 サ ー ビ ス の 充 実 を 図 り ， 地 域 社 会 の 発 展 に 寄 与 す る 。 

   ※ 市 の 公 共 施 設 の 管 理 運 営 に 関 す る も の で ， か つ ， 市 の 監 理 団 体 や 関 与
団 体 の ほ か ，公 益 的 な 団 体 か ら の 業 務 の 受 託 を 含 む（ 以 下 ，同 様 と す る ）。  

( 2 )  今 後 の ４ 年 間 を 見 据 え た 取 組 内 容 の 設 定  

   市 の 基 本 計 画 や 監 理 団 体 活 用 の 考 え 方 と の 整 合 に 留 意 し つ つ ，４ 年

後 の 経 営 目 標 （ 法 人 と し て の あ る べ き 姿 ） を 捉 え た 取 組 を 推 進 す る 。 

( 3 )  取 組 ス ケ ジ ュ ー ル  

   中 期 経 営 計 画 に つ い て は ， 令 和 ８ （ ２ ０ ２ ６ ） 年 度 末 で の 経 営 目 標

の 達 成 を 目 指 し て ， 各 種 取 組 を 推 進 し て い く 。 ま た ， 令 和 ７ （ ２ ０

２ ５ ） 年 度 の 下 半 期 を 目 途 と し て ， 次 期 中 期 経 営 計 画 の 策 定 に 着 手

し て い く 。 な お ， 必 要 に 応 じ て ２ 年 後 に 時 点 修 正 を お こ な う 。  

    

   

   

 

 

 

 

 

 

 

【 取 組 ス ケ ジ ュ ー ル 】  

上半期 下半期 上半期 下半期 上半期 下半期 上半期 下半期 上半期 下半期

２０２６年度

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度 ２０２５年度

次
期
中
期
経
営
計
画
の
検
討

中
期
経
営
計
画
の
策
定

次
期
中
期
経
営
計
画
の
策
定

経
営
目
標
の
達
成
に
向
け
た
取
組
開
始

取
組
の
推
進
・
検
証

Ｐ Ｄ

ＣＡ

2年間の推移を踏

まえ必要であれば

時点修正
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４  今 後 の 経 営 課 題 及 び 法 人 の 将 来 像  

  第 ３ 次 中 期 経 営 計 画 に お け る 「 経 営 目 標 」 に つ い て は ， 公 社 の 経 営 課

題 や 将 来 像 を 明 確 に し ， そ れ ら を 踏 ま え て 設 定 す る 。  

 ( 1 )  今 後 の 経 営 課 題  

   公 社 設 立 以 降 ， 法 人 （ 市 の 監 理 団 体 ） と し て 経 営 の 透 明 性 や 信 頼 性  

の 向 上 ， 認 知 度 向 上 な ど の 基 盤 整 備 に 取 り 組 む と と も に ， 市 か ら の 受

託 事 業 を 適 切 に 対 応 す る 必 要 か ら ， 品 質 管 理 の 基 本 で あ る Ｑ Ｃ Ｄ の 考

え 方（ Ｑ ｕ ａ ｌ ｉ ｔ ｙ （ 品 質 ）， Ｃ ｏ ｓ ｔ （ 費 用 ・ 経 費 ）， Ｄ ｅ ｌ ｉ ｖ ｅ ｒ ｙ （ 納

期 ）） を 中 心 に 据 え ，各 種 取 組 を 推 進 す る と と も に ，受 託 事 業 を 通 し て

地 域 へ の 貢 献 を 行 い ， 組 織 の 活 性 化 に も 取 り 組 ん で き た が ， 今 後 も 継

続 的 に 取 り 組 む と と も に ，新 た な 取 組 の 展 開 も 含 め て 更 に 充 実 さ せ て

い く 必 要 が あ る 。  

( 2 )  ４ 年 後 の 実 現 を 目 指 す 法 人 の 姿 （ 将 来 像 ）  

  公 社 で は ，市 な ど か ら の 受 託 事 業 に 適 切 に 対 応 す る こ と を 第 一 と す

る 中 で ，市 民 雇 用 の 促 進 を は じ め と し て ，受 託 事 業 の 実 施 に お い て は ，

公 社 独 自 の 付 加 的 な 取 組 も 行 っ て お り ，そ れ ら を 含 め た 法 人 と し て の

活 動 全 体 に つ い て ， 市 民 の 認 知 度 を 高 め る こ と を 目 指 す 。 ま た ， 市 民

雇 用 や 障 が い 者 の 就 労 機 会 の 提 供 ，市 内 事 業 者 と の 連 携 な ど に 関 す る

取 組 を 継 続 ・ 充 実 さ せ ， 見 守 り や 防 災 の 取 組 な ど を は じ め ， 地 域 社 会

の 発 展 に よ り 一 層 寄 与 し て い く こ と を 目 指 す 。  

 

５  経 営 目 標 及 び 経 営 目 標 の 達 成 に 向 け た 取 組 の 視 点  

   法 人 と し て の 経 営 課 題 や 将 来 像 を 踏 ま え て ，公 社 の 存 在 意 義 を 向 上

さ せ る 観 点 か ら ， 以 下 の と お り ， 経 営 目 標 を 定 め る と と も に ， 経 営 目

標 の 達 成 に 向 け た 具 体 的 な 取 組 の 視 点 を 整 理 す る 。  

 ( 1 )  経 営 目 標  

   本 計 画 に お け る 経 営 目 標 は ，「 高 い 信 頼 性 ・ 透 明 性 を 備 え ， 市 か

ら の 受 託 事 業 を と お し て 地 域 社 会 の 発 展 に 貢 献 す る 法 人 」と す る 。 

 ( 2 )  経 営 目 標 の 達 成 に 向 け た 取 組 の 視 点  

   経 営 目 標 の 達 成 に 向 け た 具 体 的 な 取 組 に つ い て は ，以 下 の 視 点 に 重

点 を 置 く こ と と す る 。   

   【 視 点 １ 】 受 託 事 業 に お け る サ ー ビ ス 向 上 ・ 充 実 ， 効 率 化 の 推 進  

        ※ 法 人 と し て の 活 動 の 根 幹 を 支 え る 視 点  

   【 視 点 ２ 】 地 域 貢 献 の 推 進  

        ※ 公 益 的 な 役 割 を よ り 発 揮 し て い く 視 点  
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   【 視 点 ３ 】 組 織 の 活 性 化  

        ※ 適 切 か つ 安 定 的 な 経 営 や 認 知 度 向 上 に つ な げ る 視 点  
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６  実 施 計 画  

 ( 1 )  実 施 計 画 の 位 置 付 け  

   実 施 計 画 は ， 中 期 経 営 計 画 に お け る 「 基 本 的 な 考 え 方 」 や 「 取 組 の

視 点 」を 踏 ま え ，経 営 目 標 を 達 成 す る た め の 具 体 的 な 取 組 な ど を 示 す 。 

 ( 2 )  具 体 的 取 組 内 容  

   実 施 計 画 に お け る 具 体 的 な 取 組 の 内 容 を 分 か り や す く 整 理 し た 。  

 ( 3 )  評 価 指 標 及 び 目 標 値 の 考 え 方  

   公 社 は ， 市 か ら の 受 託 事 業 を 効 果 的 ・ 効 率 的 に 実 施 す る と と も に ，

地 域 社 会 の 発 展 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と し て い る 法 人 で あ る 。そ の う

え で ， 本 計 画 に お い て は ，「 高 い 信 頼 性 ・ 透 明 性 を 備 え ， 市 か ら の 受

託 事 業 を と お し て 地 域 社 会 の 発 展 に 貢 献 す る 法 人 」を 経 営 目 標 と し て

掲 げ て い る 。  

   こ の こ と を 踏 ま え ，各 種 取 組 を 通 じ た 成 果 を 把 握 す る た め の 評 価 指

標 を 設 定 し ， 達 成 水 準 に つ い て は ， 定 量 的 な 内 容 を 基 本 と し つ つ ， 取

組 内 容 等 に 応 じ て ，定 性 的 な も の も 含 め て 柔 軟 に 設 定 す る 。そ の 中 で ，

目 標 値 の 設 定 に 当 た っ て は ， 向 上 ・ 充 実 を 基 本 と し ， 職 員 が 常 に 高 い

意 識 を 維 持 ・ 向 上 す る よ う 取 り 組 む 。  

 ( 4 )  経 営 目 標 の 達 成 に 向 け た 具 体 的 な 取 組 （ 実 施 計 画 ）  

   法 人 と し て の 存 在 意 義 の 向 上 を 図 る 観 点 を 踏 ま え ，経 営 目 標 を 達 成

す る た め の 具 体 的 な 取 組 と し て 実 施 計 画 を 位 置 付 け る 。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【 視 点 １ ： 受 託 事 業 に お け る サ ー ビ ス 向 上 ・ 充 実 ， 効 率 化 の 推 進 】  
法 人 活 動 の 根 幹 で あ る 市 か ら の 受 託 事 業 の 実 施 に お い て ， よ り 効 果

的 ・ 効 率 的 か つ 適 切 な 対 応 を 図 る （ Ｑ Ｃ Ｄ の 実 践 ※ ） と と も に ， Ｐ Ｄ Ｃ
Ａ マ ネ ジ メ ン ト サ イ ク ル に 基 づ く 見 直 し ， 改 善 を 推 進 す る 。 あ わ せ て ，
市 の 施 策 推 進 を 踏 ま え た 提 案 も 含 め ， 創 意 工 夫 に 基 づ く 取 組 を 推 進 す
る 。更 に ，施 設 受 付 シ ス テ ム や 事 務 局 基 幹 業 務 の デ ジ タ ル 化 に 取 り 組 み ,
サ ー ビ ス の 向 上 や 事 務 の 効 率 化 に 繋 げ る 。  

【 視 点 ２ ： 地 域 貢 献 の 推 進 】  
法 人 と し て の 存 在 意 義 に 大 き く 係 わ る 取 組 と し て ，従 来 か ら 取 り 組 ん

で い る 市 民 雇 用 の 促 進 や 障 が い 者 の 就 労 機 会 の 提 供 ，市 内 事 業 者 と の 連
携 ， 就 労 体 験 の 受 入 れ に つ い て ， 取 組 の 継 続 と 充 実 を 図 る 。  

【 視 点 ３ ： 組 織 の 活 性 化 】  
視 点 １ 及 び ２ を 支 え る 取 組 と し て ，情 報 発 信 の 強 化 や 職 員 の 育 成・人

材 確 保 に 加 え ,新 た に 公 社 の 認 知 度 向 上 な ど を 目 的 と し て ， 地 域 で の 見
守 り や 防 災 の 取 組 を 進 め る 。  

 
 

※ Ｑ Ｃ Ｄ の 実 践 ＝ 公 社 の 受 託 事 業 実 施 に 適 用 す る 際 の 考 え 方  
Ｑ ｕ ａ ｌ ｉ ｔ ｙ（ 業 務 や サ ー ビ ス に お け る 質 の 確 保 ），Ｃ ｏ ｓ ｔ（ 効 率 化 や 経
費 の 抑 制 の 取 組 ）， Ｄ ｅ ｌ ｉ ｖ ｅ ｒ ｙ （ 期 限 の 遵 守 ） に 努 め る こ と 。  

【 実 施 計 画 に お け る 取 組 の ポ イ ン ト 】  
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【 実 施 計 画 一 覧 】  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 目 標 値 設 定 の 方 向 性 ＞  
「 ↗」 基 準 値 か ら の 向 上 ， 充 実 な ど を 図 る こ と  
「 － 」 新 た な 取 組  

取組項目

実施計画シート
目標値設定の

方向性
2026年度末の

到達点

受託事業における

サービス向上・充実

利用者への提供サービ
ス品質の向上推進

利用者サービス品質高評価

割合（アンケート）

100%(市民サービス
事業の接遇のみ） ― 90.0％以上

詳細１４ページ
施設予約手段のデジタ
ル化推進

来館による予約件数割
合

13,901件 ➚
来館予約件数50％以
下

受託事業における
効率化の推進

業務の効率化の工夫 〇 業務の見直し件数 累計2件 ➚ 累計8件以上

詳細１５ページ
適切な契約事務手続き
の遵守

〇 競争発注率 42.8％ ➚ 50.0％以上

受託事業における適

切な事務処理の推進

事務局基幹事務のデジ
タル化推進

事務局内事務の効率
化・精度の状況

年間時間外勤務154
時間 ➚

年間時間外勤務138
時間以下

詳細１６ページ
窓口事務のデジタル化
推進

窓口業務の効率化・精
度の状況

年間コピー用紙使用
量（72,500枚） ➚

年間コピー用紙使用
量（65,250枚以下）

受託事業に関する
取組の検証

年間工程表の運用強化 〇 年間工程表の活用状況 試行実施 ➚ QC委員会での定期確認

詳細１７ページ 委員会等の開催促進 〇 委員会等の開催回数 累計44回 ➚ 累計60回以上

市民雇用の促進
職員全体の市民雇用率
向上

〇 市民雇用率 88.1％ ➚ 90.0％以上

詳細１８ページ
職員全体の市民雇用促
進

市民雇用人数 148人 ➚ 180人以上

障がい者の就労機
会の提供

業務発注件数促進 〇 業務発注件数 累計62件 ➚ 累計80件以上

詳細１９ページ
法定雇用率の遵守・継
続

〇 法定雇用率 遵守・継続 ➚
法定雇用率2.7％の
達成

市内事業者との連
携

市内事業者発注率促進 〇 業務発注額割合 86.0％ ➚ 87.0％以上

詳細２０ページ 市内事業者発注額促進 業務発注額 2億3221万円 ➚ 2億円4000万円以上

就労体験に関する
取組の推進

就労体験受入促進 〇 受入れ人数 累計22人 ➚ 累計60人以上

詳細２１ページ 就労体験者の雇用促進 雇用人数 0人 ➚ 2人以上

情報提供の推進
法人基本情報等の公表
推進

〇 法人基本情報等の公表
ホームページアクセ
ス数（年間1000件） ➚

ホームページアクセ
ス数（年間1200件）

詳細２２ページ
受託事業情報の提供推
進

〇 受託事業情報の提供
ホームページアクセス

数（年間26200件） ➚
ホームページアクセス

数（年間31400件）

地域や団体等との
連携

みまもっと事業などへ
の協力促進

みまもっと事業などへ
の協力状況

施設での見守り ➚
公社全体での見守り
活動支援

詳細２３ページ 防災事業への協力促進 防災事業への協力状況
共同訓練2回，自主
訓練2回 ➚

共同訓練4回，自主
訓練4回

職員の育成・人材
確保

ＯＪＴの推進 〇 スキル継承状況 ＯＪＴの推進 ➚ ＯＪＴによるスキル継承

詳細２４ページ ＯＦＦ－ＪＴ受講促進 〇 セミナー等受講回数 累計38回 ➚ 累計50回以上

視点

番号 視点
項目番

号
具体的取組内容

基準値
（2021年度末）

評価指標に対する目標値

評価指標継続

２－４

１

受
託
事
業
に
お
け
る
サ
ー

ビ
ス
向
上
・
充
実
，

効
率
化
の
推
進

１－１

１－２

１－３

１－４

３

組
織
の
活
性
化

３－１

３－２

３－３

２

地
域
貢
献
の
推
進

２－１

２－２

２－３
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【実施計画シート】 
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＜実施計画 シ ート＞  

視 点 １  受 託 事 業 に お け る サ ー ビ ス 向 上 ・ 充 実 ， 効 率 化 の 推 進     

取 組 項 目  １ － １  受 託 事 業 に お け る サ ー ビ ス 向 上 ・ 充 実 （ Q u a l i t y） 

取 組 概 要  

市 か ら の 受 託 事 業 に お い て ，こ れ ま で 蓄 積 し て き た ノ ウ ハ ウ

や 実 績 を 生 か し ， 公 社 か ら の 提 案 等 を 含 め て ， サ ー ビ ス 向

上 ・ 充 実 に 資 す る 取 組 を 検 討 ・ 実 施 す る 。  

ま た ， 市 の 基 本 計 画 と 連 動 し ,施 設 の 予 約 シ ス テ ム の デ ジ タ

ル 化 を 進 め ， 市 民 サ ー ビ ス の 向 上 に 努 め る  

評 価 指 標  

①   

内 容  利 用 者 サ ー ビ ス 品 質 （ ア ン ケ ー ト ）  

基 準 値 （ ２ ０ ２ １ 年 度 ）  
１ ０ ０ ％（ 市 民 サ ー ビ ス 事 業 の

接 遇 の み ）  

目 標 値 （ ２ ０ ２ ６ 年 度 ）  ９ ０ ． ０ ％ 以 上  

 目 標 値 設 定 理 由  
接 遇 に 提 供 サ ー ビ ス 全 般 を 加 え て

設 定  

②   

内 容  来 館 に よ る 予 約 件 数 （ 地 域 福 祉 セ ン タ ー ）  

基 準 値 （ ２ ０ ２ １ 年 度 ）  来 館 予 約 件 数 １ ３ ,９ ０ １ 件  

目 標 値 （ ２ ０ ２ ６ 年 度 ）  来 館 予 約 件 数 割 合 ５ ０ ％ 以 下  

  目 標 値 設 定 理 由  
イ ン タ ー ネ ッ ト 予 約 件 数 の 増 を 見

込 む （ 予 約 件 数 は 変 動 あ り ）  

取 組 計 画  

令 和 ５ 年 度  

（ ２ ０ ２ ３ 年

度 ）  

・ 公 社 か ら の 提 供 サ ー ビ ス の 品 質 全 般 の 向 上 検 討  

・ 市 の 窓 口 手 続 き の デ ジ タ ル 化 推 進 サ ポ ー ト  

・ ア ン ケ ー ト 内 容 検 討 （ 実 施 方 法 ， 対 象 事 業 ， 設 問 な ど ）  

・ 職 員 研 修 ・ 訓 練 の 実 施 （ 接 遇 ， 消 防 ， 救 命 ， 防 災 な ど ）  

令 和 ６ 年 度  

（ ２ ０ ２ ４ 年

度 ）  

・ 公 社 か ら の 提 供 サ ー ビ ス の 品 質 全 般 の 向 上 検 討  

・ 市 の 窓 口 手 続 き の デ ジ タ ル 化 推 進 サ ポ ー ト  

・ ア ン ケ ー ト 実 施 ， 分 析 ， 次 年 度 の 品 質 向 上 活 動 に 反 映  

・ 職 員 研 修 ・ 訓 練 の 実 施 （ 接 遇 ， 消 防 ， 救 命 ， 防 災 な ど ）  

令 和 ７ 年 度  

（ ２ ０ ２ ５ 年

度 ）  

・ 公 社 か ら の 提 供 サ ー ビ ス の 品 質 全 般 の 向 上 検 討 ， 対 策  

・ 市 の 窓 口 手 続 き の デ ジ タ ル 化 推 進 サ ポ ー ト  

・ ア ン ケ ー ト 実 施 ， 分 析 ， 次 年 度 の 品 質 向 上 活 動 に 反 映  

・ 職 員 研 修 ・ 訓 練 の 実 施 （ 接 遇 ， 消 防 ， 救 命 ， 防 災 な ど ）  

令 和 ８ 年 度  

（ ２ ０ ２ ６ 年

度 ）  

・ 公 社 か ら の 提 供 サ ー ビ ス の 品 質 全 般 の 向 上 検 討 ， 対 策  

・ 市 の 窓 口 手 続 き の デ ジ タ ル 化 推 進 サ ポ ー ト  

・ ア ン ケ ー ト 実 施 ， 分 析 ， 次 年 度 の 品 質 向 上 活 動 に 反 映  

・ 職 員 研 修 ・ 訓 練 の 実 施 （ 接 遇 ， 消 防 ， 救 命 ， 防 災 な ど ）  

備 考  

市 か ら の 受 託 事 業 に 関 し て は ， 正 確 ， 丁 寧 ， 迅 速 に 対 応 す る

こ と を 基 本 と し な が ら ， 引 き 続 き ， サ ー ビ ス の 維 持 ， 向 上 や

充 実 を 図 る 。 ま た ， 市 の 監 理 団 体 や 関 与 団 体 等 と 連 携 を 図 る

中 で ， 新 た な 展 開 に つ い て も 検 討 ・ 実 施 し て い く 。  

市 の 施 策 と 連 動 し た デ ジ タ ル 化 の 推 進 に よ り ，利 便 性 の 向 上

を 図 る 。  
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＜実施計画 シ ート＞  

視 点 １  受 託 事 業 に お け る サ ー ビ ス 向 上 ・ 充 実 ， 効 率 化 の 推 進     

取 組 項 目  １ － ２  受 託 事 業 に お け る 効 率 化 の 推 進 ( C o s t )  

取 組 概 要  

市 か ら の 受 託 事 業 を 実 施 す る に 当 た り ，こ れ ま で 蓄 積 し て き

た ノ ウ ハ ウ や 実 績 を 生 か し し な が ら ，創 意 工 夫 に 基 づ く 業 務

の 見 直 し や 改 善 の 取 組 を 検 討 ・ 提 案 に 取 り 組 み ，業 務 効 率 の

向 上 や コ ス ト の 抑 制 ・ 縮 減 に つ な げ る 。  

評 価 指 標  

①  

内 容  業 務 の 効 率 化 ， コ ス ト 抑 制 等 に 関 す る 見 直 し 件 数  

基 準 値 （ ２ ０ ２ １ 年 度 ）  累 計 ２ 件 （ ３ 年 間 分 ）  

目 標 値 （ ２ ０ ２ ６ 年 度 ）  累 計 ８ 件 以 上  

 目 標 値 設 定 理 由  
継 続 し た 見 直 し に 取 り 組 む た め ，年

間 ２ 件 程 度 の 見 直 し ・ 改 善 を 想 定  

②  

内 容  

民 間 事 業 者 へ の 委 託 業 務 （ 調 査 点 検 ， 警 備 ， 清 掃 な

ど ） の 発 注 に お け る 競 争 発 注 率 （ 発 注 金 額 の 割 合 ）  

※ シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー や 障 が い 者 団 体 へ の 発 注 は

除 く  

基 準 値 （ ２ ０ ２ １ 年 度 ）  ４ ２ ． ８ ％  

目 標 値 （ ２ ０ ２ ６ 年 度 ）  ５ ０ ． ０ ％ 以 上  

  目 標 値 設 定 理 由  
透 明 性 確 保 や コ ス ト 抑 制 の た め ，過

半 数 を 競 争 と す る た め  

取 組 計 画  

令 和 ５ 年 度  

（ ２ ０ ２ ３ 年

度 ）  

・受 託 事 業 に お け る 業 務 効 率 や コ ス ト 抑 制 等 に 資 す る 取 組 の

創 意 工 夫 ， 検 討 ・ 見 直 し  

・ 再 委 託 業 務 の 公 社 直 営 化 な ど の 検 討  

・ 業 務 委 託 に お け る 公 正 性 や 透 明 性 の 確 保  

令 和 ６ 年 度  

（ ２ ０ ２ ４ 年

度 ）  

・受 託 事 業 に お け る 業 務 効 率 や コ ス ト 抑 制 等 に 資 す る 取 組 の

創 意 工 夫 ， 検 討 ・ 見 直 し  

・ 再 委 託 業 務 の 公 社 直 営 化 な ど の 検 討  

・ 業 務 委 託 に お け る 公 正 性 や 透 明 性 の 確 保  

令 和 ７ 年 度  

（ ２ ０ ２ ５ 年

度 ）  

・受 託 事 業 に お け る 業 務 効 率 や コ ス ト 抑 制 等 に 資 す る 取 組 の

創 意 工 夫 ， 検 討 ・ 見 直 し  

・ 再 委 託 業 務 の 公 社 直 営 化 な ど の 検 討  

・ 業 務 委 託 に お け る 公 正 性 や 透 明 性 の 確 保  

令 和 ８ 年 度  

（ ２ ０ ２ ６ 年

度 ）  

・受 託 事 業 に お け る 業 務 効 率 や コ ス ト 抑 制 等 に 資 す る 取 組 の

創 意 工 夫 ， 検 討 ・ 見 直 し  

・ 再 委 託 業 務 の 公 社 直 営 化 な ど の 検 討  

・ 業 務 委 託 に お け る 公 正 性 や 透 明 性 の 確 保  

備 考  

日 々 の 業 務 実 施 に お い て ，常 に 業 務 の 効 率 性 や コ ス ト に 関 す

る 問 題 意 識 を 持 ち な が ら ，課 題 の 把 握 に 基 づ く 改 善 策 の 検 討

に 取 り 組 む 。 ま た ， 公 社 か ら の 業 務 委 託 に お い て は ， 競 争 性

の 確 保 と 併 せ て ，（ 公 社 ） 調 布 市 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー や 障

が い 者 団 体 等 と の 連 携 に 留 意 す る 。  
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＜実施計画 シ ート＞  

視 点 １  受 託 事 業 に お け る サ ー ビ ス 向 上 ・ 充 実 ， 効 率 化 の 推 進     

取 組 項 目  １ － ３  
受 託 事 業 に お け る 適 切 な 事 務 処 理 の 推 進

( D e l i v e r y )  

取 組 概 要  

事 務 局 に お け る 基 幹 業 務 （ 業 務 委 託 ， 物 品 購 入 ， 使 用 料

等 の 受 入 等 ） の デ ジ タ ル 化 を 進 め ， 業 務 の 効 率 化 ・ 精 度

向 上 ・ デ ー タ の 効 果 的 活 用 な ど に 取 り 組 む 。 ま た ， 市 で

進 め て い る 施 設 受 付 業 務 の デ ジ タ ル 化 に よ る デ ー タ の 活

用 な ど で ， 窓 口 で の ペ ー パ ー レ ス 化 を 進 め る  

評 価 指 標  

①   

内 容  事 務 局 基 幹 業 務 の 効 率 化 ・ 精 度 の 状 況  

基 準 値 （ ２ ０ ２ １ 年 度 ）  
１ 人 当 た り 年 間 時 間 外 勤 務

時 間 数 （ １ ５ ４ 時 間 ）  

目 標 値 （ ２ ０ ２ ６ 年 度 ）  
一 人 当 た り 年 間 時 間 外 勤 務

時 間 数 （ １ ３ ８ 時 間 以 下 ）  

 目 標 値 設 定 理 由  デ ジ タ ル 化 の 効 果 を 測 定  

②   

内 容  
窓 口 業 務 の 効 率 化・精 度 の 状 況 (地 域 福 祉 セ ン タ ー

を 対 象 )  

基 準 値 （ ２ ０ ２ １ 年 度 ）  
年 間 コ ピ ー 用 紙 使 用 量  

（ ７ ２ ,５ ０ ０ 枚 ）  

目 標 値 （ ２ ０ ２ ６ 年 度 ）  
年 間 コ ピ ー 用 紙 使 用 量  

（ ６ ５ ,２ ５ ０ 枚 以 下 ）  

  目 標 値 設 定 理 由  デ ジ タ ル 化 の 効 果 を 測 定  

取 組 計 画  

令 和 ５ 年 度

（ ２ ０ ２ ３ 年

度 ）  

・ 事 務 局 基 幹 業 務 の 棚 卸 ， 課 題 等 抽 出  

・ 専 門 窓 口 で の 現 状 評 価 ・ 分 析  

・ 施 設 窓 口 受 付 シ ス テ ム 導 入 済 箇 所 の 検 証  

・ 時 間 外 勤 務 時 間 数 目 標 を １ ５ ０ 時 間 に 設 定  

令 和 ６ 年 度  

（ ２ ０ ２ ４ 年

度 ）  

・ 事 務 局 基 幹 業 務 の デ ジ タ ル 化 範 囲 ， 効 果 検 証  

・ 施 設 窓 口 受 付 シ ス テ ム 導 入 施 設 の 事 務 手 順 見 直 し  

・ 時 間 外 勤 務 時 間 数 目 標 を １ ４ ５ 時 間 に 設 定  

令 和 ７ 年 度  

（ ２ ０ ２ ５ 年

度 ）  

・ 事 務 局 基 幹 業 務 の デ ジ タ ル 化 に 向 け た シ ス テ ム の 仕

様 ・ 開 発 ス ケ ジ ュ ー ル な ど 取 り 纏 め  

・ 施 設 窓 口 受 付 シ ス テ ム 導 入 施 設 の 事 務 手 順 見 直 し ， マ

ニ ュ ア ル 策 定 ， 業 務 実 施  

・ 時 間 外 勤 務 時 間 数 目 標 を １ ４ ０ 時 間 に 設 定  

令 和 ８ 年 度  

（ ２ ０ ２ ６ 年

度 ）  

・ 事 務 局 基 幹 業 務 の デ ジ タ ル 化 開 発 ， 試 用 開 始  

・ 施 設 窓 口 受 付 シ ス テ ム 導 入 施 設 の 事 務 手 順 見 直 し ， マ

ニ ュ ア ル 策 定 ， 業 務 実 施  

・ 時 間 外 勤 務 時 間 数 目 標 を １ ３ ８ 時 間 に 設 定  

備 考  

事 務 局 基 幹 業 務 に つ い て は ， 市 の 基 本 計 画 と 連 動 し た 取

組 と し て ， 費 用 対 効 果 と を 慎 重 に 検 証 す る 必 要 が あ る 。

ま た ， 市 が 推 進 し て い る 施 設 窓 口 予 約 シ ス テ ム の デ ジ タ

ル 化 に つ い て は ， 窓 口 業 務 の 効 率 化 に 繋 げ ら れ る よ う ，

デ ジ タ ル デ ー タ の 利 用 に つ い て 業 務 を 再 点 検 ・ 見 直 し す

る 必 要 が あ る 。  
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＜実施計画 シ ート＞  

視 点 １  受 託 事 業 に お け る サ ー ビ ス 向 上 ・ 充 実 ， 効 率 化 の 推 進  

取 組 項 目  １ － ４  受 託 事 業 に 関 す る 取 組 の 検 証  

取 組 概 要  

市 か ら の 受 託 事 業 に 関 す る 取 組 実 績 を 振 り 返 り ，現 状 の 把 握

や 課 題 の 整 理 に 基 づ く 見 直 し・改 善 に 向 け た 取 組 の 方 向 を 整

理 ・ 確 認 し ， 職 員 に お け る 気 付 き を 促 し な が ら ， そ の 後 の 取

組 に 活 か す な ど ，Ｐ Ｄ Ｃ Ａ マ ネ ジ メ ン ト サ イ ク ル を 活 用 し た

取 組 を 推 進 す る 。  

 

評 価 指 標  

①   

内 容  年 間 工 程 表 の 活 用 状 況  

基 準 値 （ ２ ０ ２ １ 年 度 ）  試 行 実 施  

目 標 値 （ ２ ０ ２ ６ 年 度 ）  
Q C 委 員 会 で の 定 期 確 認（ 情 報 共

有 ）  

 目 標 値 設 定 理 由  Q C 委 員 会 で 活 用 定 着 の た め  

②   

内 容  委 員 会 等 の 累 計 開 催 回 数  

基 準 値 （ ２ ０ ２ １ 年 度 ）  累 計 ４ ４ 回  

目 標 値 （ ２ ０ ２ ６ 年 度 ）  累 計 ６ ０ 回 以 上  

  目 標 値 設 定 理 由  

年 間 １ ５ 回 以 上 の 開 催 が 必 要 な た

め （ Q C 委 員 会 4 回 /年 ， 事 業 推 進 会

議 1 0 回 以 上 /年 を 予 定 ）  

取 組 計 画  

令 和 ５ 年 度  

（ ２ ０ ２ ３ 年

度 ）  

・ 年 間 工 程 表 を 活 用 し た ， 業 務 の 見 え る 化 ， 検 証 ， 見 直 し  

（ Ｐ Ｄ Ｃ Ａ に 基 づ く 各 種 取 組 の ス パ イ ラ ル ア ッ プ ）  

・ Ｑ Ｃ 委 員 会 ， 事 業 推 進 会 議 等 の 活 用 推 進  

・ 事 業 所 管 部 署 と の 情 報 共 有 ， 意 見 交 換 の 実 施  

令 和 ６ 年 度  

（ ２ ０ ２ ４ 年

度 ）  

・ 年 間 工 程 表 を 活 用 し た ， 業 務 の 見 え る 化 ， 検 証 ， 見 直 し  

（ Ｐ Ｄ Ｃ Ａ に 基 づ く 各 種 取 組 の ス パ イ ラ ル ア ッ プ ）  

・ Ｑ Ｃ 委 員 会 ， 事 業 推 進 会 議 等 の 活 用 推 進  

・ 事 業 所 管 部 署 と の 情 報 共 有 ， 意 見 交 換 の 実 施  

令 和 ７ 年 度  

（ ２ ０ ２ ５ 年

度 ）  

・ 年 間 工 程 表 を 活 用 し た ， 業 務 の 見 え る 化 ， 検 証 ， 見 直 し  

（ Ｐ Ｄ Ｃ Ａ に 基 づ く 各 種 取 組 の ス パ イ ラ ル ア ッ プ ）  

・ Ｑ Ｃ 委 員 会 ， 事 業 推 進 会 議 等 の 活 用 推 進  

・ 事 業 所 管 部 署 と の 情 報 共 有 ， 意 見 交 換 の 実 施  

令 和 ８ 年 度  

（ ２ ０ ２ ６ 年

度 ）  

・ 年 間 工 程 表 を 活 用 し た ， 業 務 の 見 え る 化 ， 検 証 ， 見 直 し  

（ Ｐ Ｄ Ｃ Ａ に 基 づ く 各 種 取 組 の ス パ イ ラ ル ア ッ プ ）  

・ Ｑ Ｃ 委 員 会 ， 事 業 推 進 会 議 等 の 活 用 推 進  

・ 事 業 所 管 部 署 と の 情 報 共 有 ， 意 見 交 換 の 実 施  

備 考  

受 託 事 業 に お け る サ ー ビ ス 向 上 や 効 率 化 の 推 進 に つ な げ て

い く た め ，年 間 工 程 表 の 活 用 に よ る 点 検 ・ 見 直 し を 各 事 業 横

断 的 な 視 点 で 実 施 し ,事 務 局 内 に お け る 取 組 の 定 着 を 図 る 。  

あ わ せ て ，Ｑ Ｃ 委 員 会 を は じ め と し た 既 存 の 仕 組 み を 活 用 す

る こ と で ， 取 組 の 実 効 性 を 確 保 す る 。  
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＜実施計画 シ ート＞  

視 点 ２  地 域 貢 献 の 推 進  

取 組 項 目  ２ － １  市 民 雇 用 の 促 進  

取 組 概 要  

市 民 と の 連 携 に よ る 協 働 を 推 進 し ，サ ー ビ ス の 担 い 手 と し て

市 民 の 力 を 活 か す 観 点 か ら ，受 託 事 業 の 状 況 に 応 じ て 雇 用 機

会 を 確 保 し な が ら ， 積 極 的 に 市 民 雇 用 を 促 進 す る 。  

 

評 価 指 標  

①   

内 容  公 社 の 雇 用 職 員 に お け る 市 内 在 住 者 の 割 合  

基 準 値 （ ２ ０ ２ １ 年 度 末 ）  ８ ８ ． １ ％  

目 標 値 （ ２ ０ ２ ６ 年 度 末 ）  ９ ０ ． ０ ％ 以 上  

 目 標 値 設 定 理 由  
公 社 の 理 念 に 照 ら し ，基 準 値 を 上 回

る 必 要 が あ る た め  

②   

内 容  公 社 の 雇 用 職 員 に お け る 市 内 在 住 者 の 人 数  

基 準 値 （ ２ ０ ２ １ 年 度 末 ）  １ ４ ８ 人  

目 標 値 （ ２ ０ ２ ６ 年 度 末 ）  １ ８ ０ 人 以 上  

  目 標 値 設 定 理 由  基 準 値 を 踏 ま え 向 上  

取 組 計 画  

令 和 ５ 年 度  

（ ２ ０ ２ ３ 年

度 ）  

・ 良 好 な 勤 務 環 境 の 維 持 及 び 改 善 に 向 け た 取 組 の 検 討 ，推 進  

・ 多 様 な 働 き 方 の 導 入 検 討  

・ 受 託 事 業 を 通 じ た 新 た な 雇 用 機 会 の 確 保 の 検 討 ， 推 進  

・ 雇 用 機 会 （ 職 員 募 集 ） に 関 す る 情 報 提 供 の 推 進  

 

令 和 ６ 年 度  

（ ２ ０ ２ ４ 年

度 ）  

・ 良 好 な 勤 務 環 境 の 維 持 及 び 改 善 に 向 け た 取 組 の 検 討 ，推 進  

・ 多 様 な 働 き 方 の 導 入 検 討  

・ 受 託 事 業 を 通 じ た 新 た な 雇 用 機 会 の 確 保 の 検 討 ， 推 進  

・ 雇 用 機 会 （ 職 員 募 集 ） に 関 す る 情 報 提 供 の 推 進  

 

令 和 ７ 年 度  

（ ２ ０ ２ ５ 年

度 ）  

・ 良 好 な 勤 務 環 境 の 維 持 及 び 改 善 に 向 け た 取 組 の 検 討 ，推 進  

・ 多 様 な 働 き 方 の 試 行 導 入  

・ 受 託 事 業 を 通 じ た 新 た な 雇 用 機 会 の 確 保 の 検 討 ， 推 進  

・ 雇 用 機 会 （ 職 員 募 集 ） に 関 す る 情 報 提 供 の 推 進  

 

令 和 ８ 年 度  

（ ２ ０ ２ ６ 年

度 ）  

・ 良 好 な 勤 務 環 境 の 維 持 及 び 改 善 に 向 け た 取 組 の 検 討 ，推 進  

・ 多 様 な 働 き 方 の 導 入  

・ 受 託 事 業 を 通 じ た 新 た な 雇 用 機 会 の 確 保 の 検 討 ， 推 進  

・ 雇 用 機 会 （ 職 員 募 集 ） に 関 す る 情 報 提 供 の 推 進  

 

備 考  

積 極 的 な 市 民 雇 用 に 継 続 し て 取 り 組 む 中 で ，業 務 内 容 を 踏 ま

え ，幅 広 い 人 材 活 用 に 取 り 組 む 。但 し ，雇 用 環 境 を 取 り 巻 く

状 況 の 変 化 に 伴 い ，人 材 確 保 が 困 難 と な っ て い る た め ，現 在

の 市 民 雇 用 の 水 準 の 維 持 に 取 り 組 む 。  
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＜実施計画 シ ート＞  

視 点 ２  地 域 貢 献 の 推 進    

取 組 項 目  ２ － ２  障 が い 者 の 就 労 機 会 の 提 供  

取 組 概 要  

障 が い 者 の 社 会 参 加 を 支 援 す る た め ，市 か ら の 受 託 事 業 に お

い て ， 福 祉 作 業 所 と 連 携 し た 多 様 な 取 組 を 推 進 す る 。  

ま た ，法 人 と し て ，障 が い 者 雇 用 に 関 す る 法 定 雇 用 率 を 遵 守

す る 。  

評 価 指 標  

①  

内 容  障 が い 者 団 体 へ の 業 務 発 注 件 数 （ 年 間 契 約 を 除 く ）  

基 準 値 （ ２ ０ ２ １ 年 度 ）  累 計 ６ ２ 件  

目 標 値 （ ２ ０ ２ ６ 年 度 ）  累 計 ８ ０ 件 以 上  

 目 標 値 設 定 理 由  基 準 値 を 踏 ま え て 向 上  

 

②  

内 容  障 が い 者 雇 用 に 関 す る 法 定 雇 用 率 の 遵 守 ・ 継 続  

基 準 値 （ ２ ０ ２ １ 年 度 ）  法 定 雇 用 率 の 遵 守 ・ 継 続  

目 標 値 （ ２ ０ ２ ６ 年 度 ）  法 定 雇 用 率 ２ .７ ％ の 達 成・継 続  

  目 標 値 設 定 理 由  

法 定 雇 用 率 改 定 を 見 据 え て 対 応（ 令

和 4 年 度 の 2 . 3％ か ら 段 階 的 に 引 上

げ が 予 定 さ れ て い る ）  

取 組 計 画  

令 和 ５ 年 度  

（ ２ ０ ２ ３ 年

度 ）  

・ 障 が い 者 団 体 へ の 新 た な 業 務 発 注 の 検 討 ， 実 施  

・ 障 が い 者 団 体 等 と の 情 報 共 有 や 意 見 交 換 の 実 施  

・ 障 が い 者 雇 用 の 継 続 （ 法 定 雇 用 率 の 遵 守 ）  

・ 障 が い 者 雇 用 の 拡 充 検 討 （ ２ － ４ と 連 動 ）  

 

令 和 ６ 年 度  

（ ２ ０ ２ ４ 年

度 ）  

・ 障 が い 者 団 体 へ の 新 た な 業 務 発 注 の 検 討 ， 実 施  

・ 障 が い 者 団 体 等 と の 情 報 共 有 や 意 見 交 換 の 実 施  

・ 障 が い 者 雇 用 の 継 続 （ 法 定 雇 用 率 の 遵 守 ）  

・ 障 が い 者 雇 用 の 拡 充 検 討 （ ２ － ４ と 連 動 ）  

 

令 和 ７ 年 度  

（ ２ ０ ２ ５ 年

度 ）  

・ 障 が い 者 団 体 へ の 新 た な 業 務 発 注 の 検 討 ， 実 施  

・ 障 が い 者 団 体 等 と の 情 報 共 有 や 意 見 交 換 の 実 施  

・ 障 が い 者 雇 用 の 継 続 （ 法 定 雇 用 率 の 遵 守 ）  

・ 障 が い 者 雇 用 の 拡 充 検 討 （ ２ － ４ と 連 動 ）  

 

令 和 ８ 年 度  

（ ２ ０ ２ ６ 年

度 ）  

・ 障 が い 者 団 体 へ の 新 た な 業 務 発 注 の 検 討 ， 実 施  

・ 障 が い 者 団 体 等 と の 情 報 共 有 や 意 見 交 換 の 実 施  

・ 障 が い 者 雇 用 の 継 続 （ 法 定 雇 用 率 の 遵 守 ）  

・ 障 が い 者 雇 用 の 拡 充 検 討 （ ２ － ４ と 連 動 ）  

 

備 考  

障 が い 者 の 就 労 機 会 を 提 供 す る 観 点 か ら ，障 が い 者 団 体 等 と

の 連 携 を 図 り ，継 続 的 な 業 務 発 注 等 の ほ か ，市 か ら の 受 託 事

業 の 中 で ， 業 務 発 注 に 限 ら な い 様 々 な 連 携 に 取 り 組 む 。  

ま た ，障 が い 者 の 直 接 雇 用 に 関 し て は ，就 労 の 継 続 を 図 る と

と も に ， 更 な る 拡 充 の 可 能 性 を 模 索 し ， 取 組 を 進 め る 。  
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＜実施計画 シ ート＞  

視 点 ２  地 域 貢 献 の 推 進  

取 組 項 目  ２ － ３  市 内 事 業 者 と の 連 携 の 推 進  

取 組 概 要  

地 域 経 済 の 発 展 に 寄 与 す る 観 点 か ら ，市 か ら の 受 託 事 業 に お

け る 公 社 か ら の 業 務 委 託 （ 再 委 託 ） に つ い て は ，「 協 力 事 業

者 登 録 制 度 」の 活 用 及 び 運 用 改 善 を 図 り な が ら ，市 内 事 業 者

と の 連 携 に 取 り 組 む 。  

 

 

評 価 指 標  

①   

内 容  

市 か ら の 受 託 事 業 の 実 施 に 当 た っ て の 公 社 か ら の 業

務 委 託（ 調 査 点 検 ，警 備 ，清 掃 な ど ）に お け る 市 内 事

業 者 の 比 率  

基 準 値 （ ２ ０ ２ １ 年 度 ）  ８ ６ ． ０ ％  

目 標 値 （ ２ ０ ２ ６ 年 度 ）  ８ ７ ． ０ ％ 以 上  

 目 標 値 設 定 理 由  基 準 値 か ら 向 上  

②   

内 容  

市 か ら の 受 託 事 業 の 実 施 に 当 た っ て の 公 社 か ら の 業

務 委 託（ 調 査 点 検 ，警 備 ，清 掃 な ど ）に お け る 市 内 事

業 者 へ の 発 注 金 額  

基 準 値 （ ２ ０ ２ １ 年 度 末 ）  ２ 億 ３ ２ ２ １ 万 円  

目 標 値 （ ２ ０ ２ ６ 年 度 末 ）  ２ 億 ４ ０ ０ ０ 万 円 以 上  

  目 標 値 設 定 理 由  
令 和 元 年 度 指 標 を ベ ー ス に 職 員 体

制 や 事 業 規 模 か ら 算 出  

取 組 計 画  

令 和 ５ 年 度  

（ ２ ０ ２ ３ 年

度 ）  

・ 協 力 事 業 者 登 録 制 度 の 効 果 検 証  

・ 市 内 事 業 者 と 連 携 し た 受 託 事 業 実 施 の 推 進 （ 発 注 推 進 ）  

 

 

令 和 ６ 年 度  

（ ２ ０ ２ ４ 年

度 ）  

・ 協 力 事 業 者 登 録 制 度 の 見 直 し 検 討  

・ 市 内 事 業 者 と 連 携 し た 受 託 事 業 実 施 の 推 進 （ 発 注 推 進 ）  

 

 

令 和 ７ 年 度  

（ ２ ０ ２ ５ 年

度 ）  

・ 新 た な 協 力 事 業 者 登 録 制 度 の 試 行  

・ 市 内 事 業 者 と 連 携 し た 受 託 事 業 実 施 の 推 進 （ 発 注 推 進 ）  

 

 

令 和 ８ 年 度  

（ ２ ０ ２ ６ 年

度 ）  

・ 新 た な 協 力 事 業 者 登 録 制 度 の 定 着  

・ 市 内 事 業 者 と 連 携 し た 受 託 事 業 実 施 の 推 進 （ 発 注 推 進 ）  

 

 

備 考  

市 内 事 業 者 と の 連 携 を 図 る 基 礎 と な る 「 協 力 事 業 者 登 録 制

度 」に つ い て ，効 果 検 証 を 踏 ま え た 改 善 に 取 り 組 む と と も に ，

広 く 事 業 者 へ の 周 知 （ 連 携 相 手 と な り 得 る 市 内 事 業 者 の 拡

大 ） を 図 り ， 市 内 事 業 者 と の 更 な る 連 携 に 取 り 組 む 。  
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＜実施計画 シ ート＞  

視 点 ２  地 域 貢 献 の 推 進     

取 組 項 目  ２ － ４  就 労 体 験 に 関 す る 取 組 の 推 進  

取 組 概 要  

市 か ら の 受 託 事 業 の 実 施 や 法 人 運 営 等 の 機 会 を 通 し て ，様 々

な 主 体 と 連 携 し な が ら ，子 ど も や 若 者 ，障 が い 者 等 に お け る

就 労 意 識 の 啓 発 や 就 労 意 欲 の 向 上 等 に 寄 与 す る 観 点 か ら ，積

極 的 に 就 労 体 験 の 受 入 に 取 り 組 む 。  

評 価 指 標  

①  

内 容  就 労 体 験 の 累 計 受 入 者 数  

基 準 値 （ ２ ０ ２ １ 年 度 ）  累 計 ２ ２ 人  

目 標 値 （ ２ ０ ２ ６ 年 度 ）  累 計 ８ ０ 人 以 上  

 目 標 値 設 定 理 由  年 間 ２ ０ 人 ×４ 年  

②  

内 容  就 労 体 験 の 累 計 雇 用 者 数  

基 準 値 （ ２ ０ ２ １ 年 度 ）  累 計 ０ 人  

目 標 値 （ ２ ０ ２ ６ 年 度 ）  累 計 ２ 人 以 上  

  目 標 値 設 定 理 由  
就 労 体 験 者 の 臨 時 雇 用 を 設 定（ 過 去

８ 年 間 で ２ 名 の 雇 用 実 績 か ら 設 定 ） 

取 組 計 画  

令 和 ５ 年 度  

（ ２ ０ ２ ３ 年

度 ）  

・障 が い 者 就 労 支 援 に 関 す る 関 係 機 関 等 と の 連 携 に よ る 障 が

い 者 の 就 労 体 験 の 受 入  

・ち ょ う ふ 若 者 サ ポ ー ト ス テ ー シ ョ ン と の 連 携 に よ る 若 者 の

就 労 体 験 の 受 入  

・教 育 委 員 会 及 び 中 学 校 と の 連 携 に よ る 中 学 生 の 職 場 体 験 の

受 入  

令 和 ６ 年 度  

（ ２ ０ ２ ４ 年

度 ）  

・障 が い 者 就 労 支 援 に 関 す る 関 係 機 関 等 と の 連 携 に よ る 障 が

い 者 の 就 労 体 験 の 受 入  

・ち ょ う ふ 若 者 サ ポ ー ト ス テ ー シ ョ ン と の 連 携 に よ る 若 者 の

就 労 体 験 の 受 入  

・教 育 委 員 会 及 び 中 学 校 と の 連 携 に よ る 中 学 生 の 職 場 体 験 の

受 入  

令 和 ７ 年 度  

（ ２ ０ ２ ５ 年

度 ）  

・障 が い 者 就 労 支 援 に 関 す る 関 係 機 関 等 と の 連 携 に よ る 障 が

い 者 の 就 労 体 験 の 受 入  

・ち ょ う ふ 若 者 サ ポ ー ト ス テ ー シ ョ ン と の 連 携 に よ る 若 者 の

就 労 体 験 の 受 入  

・教 育 委 員 会 及 び 中 学 校 と の 連 携 に よ る 中 学 生 の 職 場 体 験 の

受 入  

令 和 ８ 年 度  

（ ２ ０ ２ ６ 年

度 ）  

・障 が い 者 就 労 支 援 に 関 す る 関 係 機 関 等 と の 連 携 に よ る 障 が

い 者 の 就 労 体 験 の 受 入  

・ち ょ う ふ 若 者 サ ポ ー ト ス テ ー シ ョ ン と の 連 携 に よ る 若 者 の

就 労 体 験 の 受 入  

・教 育 委 員 会 及 び 中 学 校 と の 連 携 に よ る 中 学 生 の 職 場 体 験 の

受 入  

備 考  

就 労 体 験 の 受 入 に 当 た っ て は ，実 施 の 目 的 や 連 携 を 図 る 団 体

等 と の 役 割 分 担 な ど を 明 確 化 し ，双 方 で 共 通 認 識 を 図 り な が

ら 取 り 組 む 。ま た ，関 係 団 体 等 と の 情 報 共 有 や 意 見 交 換 な ど

も 活 用 し ， 体 験 者 の 公 社 で の 雇 用 に 取 り 組 む 。  
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＜実施計画 シ ート＞  

視 点 ３  組 織 の 活 性 化  

取 組 項 目  ３ － １  情 報 提 供 の 推 進  

取 組 概 要  

法 人 経 営 に 関 す る 情 報 を 積 極 的 か つ 分 か り や す く 発 信 す る

こ と で ， 経 営 の 信 頼 性 ・ 透 明 性 の 向 上 に つ な げ る 。  

ま た ，市 か ら の 受 託 事 業 に お け る サ ー ビ ス 向 上 の ほ か ，市 民

に お け る 公 社 の 認 知 度 を 高 め る 視 点 も 踏 ま え た 情 報 提 供 に

取 り 組 む 。  

評 価 指 標  

①   

内 容  法 人 経 営 に 関 す る 基 本 的 な 情 報 や 関 連 資 料 の 公 表  

基 準 値 （ ２ ０ ２ １ 年 度 ）  
ホ ー ム ペ ー ジ の ア ク セ ス 数  

(年 間 1 0 0 0 件 )※ 2 0 2 2 . 1～ 2 0 2 2 . 1 2  

目 標 値 （ ２ ０ ２ ６ 年 度 ）  
ホ ー ム ペ ー ジ の ア ク セ ス 数  

(年 間 1 2 0 0 件 )※ 2 0 2 6 . 1～ 2 0 2 6 . 1 2  

 目 標 値 設 定 理 由  ア ク セ ス 数 に よ り 認 知 度 を 測 定  

②   

内 容  市 か ら の 受 託 事 業 に 関 す る 情 報 の 提 供 （ 自 転 車 事 業 ） 

基 準 値 （ ２ ０ ２ １ 年 度 ）  
ホ ー ム ペ ー ジ の ア ク セ ス 数  

(年 間 2 6 2 0 0 件 )※ 2 0 2 2 . 1～ 2 0 2 2 . 1 2  

目 標 値 （ ２ ０ ２ ６ 年 度 ）  
ホ ー ム ペ ー ジ の ア ク セ ス 数  

(年 間 3 1 4 0 0 件 )※ 2 0 2 6 . 1～ 2 0 2 6 . 1 2  

  目 標 値 設 定 理 由  ア ク セ ス 数 に よ り 認 知 度 を 測 定  

取 組 計 画  

令 和 ５ 年 度  

（ ２ ０ ２ ３ 年

度 ）  

・ ホ ー ム ペ ー ジ を 活 用 し た ，適 時 ・ 適 切 な 情 報 提 供 の 推 進 及

び 提 供 情 報 の 拡 充 検 討 （ 新 た な コ ン テ ン ツ 等 ）  

・ 市 民 に お け る 公 社 の 認 知 度 向 上 に 資 す る 情 報 提 供 の 推 進  

・ 様 々 な 媒 体 を 活 用 し た 情 報 発 信 の 検 討 ， 実 施  

令 和 ６ 年 度  

（ ２ ０ ２ ４ 年

度 ）  

・ ホ ー ム ペ ー ジ を 活 用 し た ，適 時 ・ 適 切 な 情 報 提 供 の 推 進 及

び 提 供 情 報 の 拡 充 検 討 （ 新 た な コ ン テ ン ツ 等 ）  

・ 市 民 に お け る 公 社 の 認 知 度 向 上 に 資 す る 情 報 提 供 の 推 進  

・ 様 々 な 媒 体 を 活 用 し た 情 報 発 信 の 検 討 ， 実 施  

令 和 ７ 年 度  

（ ２ ０ ２ ５ 年

度 ）  

・ ホ ー ム ペ ー ジ を 活 用 し た ，適 時 ・ 適 切 な 情 報 提 供 の 推 進 及

び 提 供 情 報 の 拡 充 検 討 ， 実 施 （ 新 た な コ ン テ ン ツ 等 ）  

・ 市 民 に お け る 公 社 の 認 知 度 向 上 に 資 す る 情 報 提 供 の 推 進  

・ 様 々 な 媒 体 を 活 用 し た 情 報 発 信 の 検 討 ， 実 施  

令 和 ８ 年 度  

（ ２ ０ ２ ６ 年

度 ）  

・ ホ ー ム ペ ー ジ を 活 用 し た ，適 時 ・ 適 切 な 情 報 提 供 の 推 進 及

び 提 供 情 報 の 拡 充 検 討 ・ 実 施 （ 新 た な コ ン テ ン ツ 等 ）  

・ 市 民 に お け る 公 社 の 認 知 度 向 上 に 資 す る 情 報 提 供 の 推 進  

・ 様 々 な 媒 体 を 活 用 し た 情 報 発 信 の 検 討 ， 実 施  

備 考  

法 人 と し て の 信 頼 性 や 透 明 性 を 高 め る 観 点 や ，市 か ら の 受 託

事 業 に お け る サ ー ビ ス 向 上 等 に つ な げ る 観 点 を 踏 ま え ，ホ ー

ム ペ ー ジ を 活 用 す る と と も に ，こ れ ま で 以 上 に よ り 積 極 的 で

分 か り や す い 情 報 提 供 に 取 り 組 む 。自 転 車 駐 車 場 等 の 利 用 者

に 対 し ，ホ ー ム ペ ー ジ か ら 申 請 書 類 等 を ダ ウ ン ロ ー ド 出 来 る

よ う 改 善 を 検 討 す る 。  
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＜実施計画 シ ート＞  

視 点 ３  組 織 の 活 性 化  

取 組 項 目  ３ － ２  地 域 や 団 体 等 と の 連 携  

取 組 概 要  

市 内 で 活 動 す る 地 域 の 一 員 と し て ，法 人 と し て の 存 在 意 義 や

認 知 度 の 向 上 ， さ ら に は ， 法 人 活 動 を 発 展 さ せ る 観 点 か ら ，

市 と の 見 守 り や 防 災 へ の 協 力 に 関 す る 協 定 を 核 に ，具 体 的 な

取 組 と し て 深 化 さ せ て い く 。  

評 価 指 標  

①   

内 容  み ま も っ と 事 業 へ の 協 力 状 況  

基 準 値 （ ２ ０ ２ １ 年 度 ）  施 設 で の 見 守 り  

目 標 値 （ ２ ０ ２ ６ 年 度 ）  公 社 全 体 で の 見 守 り 活 動 支 援  

 目 標 値 設 定 理 由  
基 準 値 の 施 設 で の 受 け 入 れ か ら 能

動 的 見 守 り へ の 活 動 拡 大  

②   

内 容  防 災 事 業 へ の 協 力 状 況  

基 準 値 （ ２ ０ ２ １ 年 度 ）  

共 同 訓 練 件 数 ２ 回 ， 自 主 訓 練 件

数 ２ 回 （ 自 衛 消 防 訓 練 ， 普 通 救

命 講 習 を 対 象 ）  

目 標 値 （ ２ ０ ２ ６ 年 度 ）  

共 同 訓 練 件 数 ４ 回 ， 自 主 訓 練 件

数 ４ 回 （ 自 衛 消 防 訓 練 ， 普 通 救

命 講 習 を 対 象 ）  

  目 標 値 設 定 理 由  有 事 に 向 け て の 準 備 活 動 の 充 実  

取 組 計 画  

令 和 ５ 年 度  

（ ２ ０ ２ ３ 年

度 ）  

・ 見 守 り や 防 災 協 力 協 定 の 実 効 性 向 上 に 向 け た 取 組 の 推 進  

・ 各 種 会 合 や 訓 練 へ の 参 加  

・ 認 知 症 サ ポ ー タ ー 講 座 や 救 命 講 習 受 講 ，消 防 訓 練 等 の 実 施  

・ 防 災 用 備 品 な ど の 配 置 検 討  

令 和 ６ 年 度  

（ ２ ０ ２ ４ 年

度 ）  

・ 見 守 り や 防 災 協 力 協 定 の 実 効 性 向 上 に 向 け た 取 組 の 推 進  

・ 各 種 会 合 や 訓 練 へ の 参 加  

・ 認 知 症 サ ポ ー タ ー 講 座 や 救 命 講 習 受 講 ，消 防 訓 練 等 の 実 施  

・ 防 災 用 備 品 な ど の 配 置  

令 和 ７ 年 度  

（ ２ ０ ２ ５ 年

度 ）  

・ 見 守 り や 防 災 協 力 協 定 の 実 効 性 向 上 に 向 け た 取 組 の 推 進  

・ 各 種 会 合 や 訓 練 へ の 参 加  

・ 認 知 症 サ ポ ー タ ー 講 座 や 救 命 講 習 受 講 ，消 防 訓 練 等 の 実 施  

・ 防 災 用 備 品 な ど の 配 置  

令 和 ８ 年 度  

（ ２ ０ ２ ６ 年

度 ）  

・ 見 守 り や 防 災 協 力 協 定 の 実 効 性 向 上 に 向 け た 取 組 の 推 進  

・ 各 種 会 合 や 訓 練 へ の 参 加  

・ 認 知 症 サ ポ ー タ ー 講 座 や 救 命 講 習 受 講 ，消 防 訓 練 等 の 実 施  

・ 防 災 用 備 品 な ど の 配 置  

備 考  

見 守 り や 防 災 へ の 取 組 を 進 め る こ と で ，公 社 の 活 動 に 関 す る

認 知 度 を 高 め る だ け で は な く ，法 人 と し て の 活 動 の 幅 を 広 げ

る 可 能 性 を 模 索 す る 。  

こ れ ら の 取 組 を 通 じ て ，職 員 の 意 識 醸 成 を 高 め ，組 織 の 活 性

化 に 繋 げ て い く 。  
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＜実施計画 シ ート＞  

視 点 ３  組 織 の 活 性 化  

取 組 項 目  ３ － ３  職 員 の 育 成 ・ 人 材 確 保  

取 組 概 要  

効 率 的 で 安 定 的 な 法 人 運 営 や 事 務 局 体 制 の 強 化 を 図 る た め ，

人 材 育 成 方 針 を 踏 ま え ，職 員 の ス キ ル ア ッ プ や 職 務 意 欲 の 向

上 の ほ か ， 意 識 改 革 な ど に 資 す る 取 組 を 推 進 す る 。  

ま た ， 様 々 な 業 務 の 担 い 手 と な る 嘱 託 ・ 臨 時 職 員 の 安 定 的 ・

継 続 的 な 確 保 に 取 り 組 む 。  

評 価 指 標  

①   

内 容  事 務 局 に お け る Ｏ Ｊ Ｔ の 推 進  

基 準 値 （ ２ ０ ２ １ 年 度 ）  Ｏ Ｊ Ｔ の 推 進  

目 標 値 （ ２ ０ ２ ６ 年 度 ）  

Ｏ Ｊ Ｔ に よ る ス キ ル 継 承 （ 人 材

育 成 方 針 に お け る 職 位 別 能 力 評

価 の 習 得 ）  

 目 標 値 設 定 理 由  事 務 局 体 制 整 備 の 基 盤  

②  

内 容  正 規 職 員 に お け る Ｏ Ｆ Ｆ － Ｊ Ｔ 受 講 累 計 回 数  

基 準 値 （ ２ ０ ２ １ 年 度 ）  累 計 ３ ８ 回  

目 標 値 （ ２ ０ ２ ６ 年 度 ）  累 計 ５ ０ 回 以 上  

  目 標 値 設 定 理 由  基 準 値 を 踏 ま え て 向 上  

取 組 計 画  

令 和 ５ 年 度  

（ ２ ０ ２ ３ 年

度 ）  

・ 各 職 員 の キ ャ リ ア プ ラ ン を 踏 ま え た 人 材 育 成 の 推 進   

・ Ｏ Ｊ Ｔ ， Ｏ Ｆ Ｆ － Ｊ Ｔ の 推 進   

・ 職 員 に お け る 地 域 貢 献 意 識 の 醸 成  

令 和 ６ 年 度  

（ ２ ０ ２ ４ 年

度 ）  

・ 各 職 員 の キ ャ リ ア プ ラ ン を 踏 ま え た 人 材 育 成 の 推 進  

・ Ｏ Ｊ Ｔ ， Ｏ Ｆ Ｆ － Ｊ Ｔ の 推 進  

・ 職 員 に お け る 地 域 貢 献 意 識 の 醸 成  

令 和 ７ 年 度  

（ ２ ０ ２ ５ 年

度 ）  

・ 各 職 員 の キ ャ リ ア プ ラ ン を 踏 ま え た 人 材 育 成 の 推 進  

・ Ｏ Ｊ Ｔ ， Ｏ Ｆ Ｆ － Ｊ Ｔ の 推 進  

・ 職 員 に お け る 地 域 貢 献 意 識 の 醸 成  

・「 人 材 育 成 方 針 」 の 改 定 検 討  

令 和 ８ 年 度  

（ ２ ０ ２ ６ 年

度 ）  

・ 各 職 員 の キ ャ リ ア プ ラ ン を 踏 ま え た 人 材 育 成 の 推 進  

・ Ｏ Ｊ Ｔ ， Ｏ Ｆ Ｆ － Ｊ Ｔ の 推 進  

・ 職 員 に お け る 地 域 貢 献 意 識 の 醸 成  

・「 人 材 育 成 方 針 」 の 改 定  

備 考  

今 後 に お け る 職 員 構 成 の 変 化 な ど を 見 据 え ，正 規 職 員 の 計 画

的 な 人 材 育 成 の ほ か ，公 社 の 存 在 意 義 の 維 持 ・ 向 上 に 資 す る

取 組 に 対 す る よ り 高 い 意 識 の 醸 成 な ど に 取 り 組 む 。  
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【一般財団 法 人調布市市 民 サービス公 社 組織図】  

（ ２ ０ ２ ２ 年 ４ 月 １ 日 現 在 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ １  サ ー ビ ス の 向 上 を 図 る た め に ，現 状 の 分 析 や 改 善 策 等 の 検 討 ，改 善

の 取 組 実 施 後 の 検 証 な ど を 行 う 会 議  

※ ２  事 業 の 効 果 的 ・ 効 率 的 な 実 施 を 推 進 し て い く た め ，事 務 局 と 施 設 窓

口 従 事 者 等 で の 情 報 共 有 を 図 る 会 議  

 

 

 

 

 

 

 

 

評議員会（最高意思決定機関）

理事会（事業執行決定機関）

事務局(各種計画策定、管理、執行機関)

評議員

理事長（代表理事）

理事 監事

ＱＣ委員会 事務局長 安全衛生委員会

事業推進会議

管理係 事業係

※ １  

※ ２  
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事業名 事業概要 受託金額（千円）

市営住宅事業
快適な居住空間の確保を目的として，市営住宅７箇所及び高齢者住宅

の修繕やリフォームを効果的に行う。
16,079

公金収納事務事業
市民の利便性向上を目的として，神代出張所及び会計課窓口において

適正な公金収納を行う。
8,369

スポーツ・保養施設インフォメー

ションコーナー受付事業

市民の利便性の向上を目的として，スポーツ施設や姉妹都市・提携宿

泊施設の利用案内など行う。
6,180

児童通学見守り事業
児童の通学路の安全確保を目的として，市内２箇所の踏切及び交差点

周辺にて，事故防止の見守りを行う。
1,047

一般廃棄物処理袋等交付事務事業
市民の環境保全活動の普及・促進及び福祉サービス向上を目的とし

て，地域福祉センターにおいて各種収集袋配布を行う。
1,425

諸証明交付受付事業
市民の利便性向上を目的として，２箇所の地域福祉センター窓口で，

諸証明交付受付・交付を行う。
4,662

各種メール事業
庁内，市内公共施設並びに教育会館及びたづくり，都庁において，文

書等の集配・交換等を効率的に行う。
23,359

図書館メール事業
中央図書館，１０分館及び資料保存庫において書籍等の運搬を効率的

に行う。
7,690

こころの健康支援センター事業
こころの健康支援センターの清潔な施設維持を目的として外周及び敷

地内の清掃等を行う。
723

公金輸送事業
神代出張所，あくろす内の証明書交付窓口や図書館分館の公金を安全

に輸送・納付する。
2,238

受動喫煙防止対策事業
市内の京王線９駅周辺に設定されている路上等喫煙禁止区域を巡回し，喫煙者への喫煙禁止の周

知，指導に加えて表示看板等の維持管理を行う。 17,331

図書館分館等整備事業
調布市立図書館分館等の５箇所（深大寺分館，緑ケ丘分館，若葉分館，染地分館，高架下資料保存

庫）において，施設の美観の保持等を目的として，敷地内の除草作業等を行う。
169

自転車等駐車対策事業
有料，暫定自転車等駐車場及び保管所の管理運営並びに自転車等の誘

導・徹去について効率的に総合対策を行う。
267,205

自動車駐車場事業
市民の利便性や商業地域の活性化を目的として，国領駅南口の自動車

駐車場を効率的に管理運営する。
37,822

体育施設事業
市民の体育・レクレーションの振興を目的に，各体育施設を効率的に

管理運営する。
83,006

地域福祉センター事業
市民の福祉及び文化を向上させるとともに，相互の連帯ときずなを深

めることなどを目的に施設を効率的に管理運営する。
66,767

青少年交流館事業
青少年の世代相互及び異なる世代との交流を目的として，施設を効率

的に管理運営する。
6,005

教育会館事業
教育会館２階の会議室の円滑な利用を促進することを目的に，施設を

効率的に管理運営する。
3,820

市民農園事業
市民が園芸をとおして土に親しみ，生産の喜びを味わうことにより，健康でゆとりのある生活の実

現に資するとともに，良好な都市環境の形成を図ることを目的として，市民農園の日常管理や利用

者対応等を行う。

7,161

せんがわ劇場事業
せんがわ劇場において，施設の円滑な利用を図るため，施設の利用案

内や各種手続，問い合わせ等に適切かつ迅速に対応する。
10,546

ふじみ交流プラザ事業
地域交流や地域の賑わい，高齢者の社会参加や心身の健康増進等を目的として地域住民が安全かつ

快適に利用できるよう施設の運営や維持保全等を行う。
28,658

600,262

【一般財団法人調布市市民サービス公社受託事業一覧】

（令和4年度受託事業）

合　　　計


